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はじめに



JACセミナーと世界認定推進の日(WAD)

• 国際認定フォーラム(IAF)と国際試験所認定協力機構
(ILAC)は、6月9日を、
「世界認定推進の日」(World Accreditation Day: WAD)として

いる

• 両機関は、各年毎にテーマを設定し、同テーマにちなんだ
広報活動を推進

• 2024年のテーマ
“認定：明日を導き、未来を形づくる”（Accreditation:

Empowering Tomorrow and Shaping the Future）

・参考情報 JACの活動 | 適合性認定 | 製品評価技術基盤機構 (nite.go.jp)

https://www.nite.go.jp/iajapan/jac/pr/index.html#pr2
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適合性評価

適合性評価とは、

「規定要求事項が満たされていることの実証」
demonstration that specified requirements are fulfilled

である

実証：demonstration 満たされている is(are) fulfilled 
規定要求事項（specified requirements）： 明示された「ニーズ(need)」又は「期待(expectation)」

明示された： be stated 

明示されたニーズ又は期待が満たされていることを実証する行為が、適合性評価
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何 に対しての？

何 ＝ 適合性評価の対象
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Quality Infrastructure(QI) 品質基盤 認定を中心とした視点

7出所 casco_building-trust.pdf (iso.org) P24

標準（規格）

計量（計測）
トレーサビリティ

認証（製品、プロセス、要員）

国際品質基盤システム

試験、分析、検査

認 定

校正、検証、
標準物質

試験/検査

製品認証
MS認証
要員認証

技能試験
試験所間比較

国家、地域、国際規格 ISO,IEC,地域標準化機関）
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https://www.iso.org/files/live/sites/isoorg/files/archive/pdf/en/casco_building-trust.pdf
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マネジメントシステ
ム認証機関

製品、プロセス、
サービス認証機関 要員認証機関 検査機関 妥当性確認、検証機関 ラボラトリ

認定機関

監査
と
認証

監査
と
認証

監査
と
認証

検査
と
報告

妥当性確認
／検証
と
表明の発行

試験
と
報告

最近、使われているもの
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認定

適合性評価機関

適合性評価
の対象
Objects of 
Conformity 
Assessment

認定の対象



JIS Q 17000
4.7 認定機関（accreditation body）
  認定を実施する、権威ある機関
注釈１ 認定機関の権威は、政府、公的機関、契約、市場の受入れ、又はスキー

ムオーナに由来する（※）
The authority of an accreditation body can be derived from government, public authorities, contracts, market 
acceptance or scheme owners.

※前版では、「認定機関の権限（権威）は、一般的に政府に由来する」としていた

7.7 認定（accreditation）
適合性評価機関に関し、個別の適合性評価活動を行う「能力」、「公平性」及び

「一貫性のある運用」を公式に実証したことを伝える第三者証明
third-party attestation related to a conformity assessment body, conveying formal demonstration of its 

competence, impartiality and consistent operation in performing specific conformity assessment activities
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自称ではなく、誰かが、○○制度における認定
機関であると位置づける必要がある



日本認定機関協議会
（Japan Accreditation Council：JAC）沿革

• 2005年、日本産業標準調査会（Japanese Industrial 
Standards Committee: JISC）の要請を受け、設置
当初は4認定機関＋各省庁適合性評価制度担当部局

• NITE認定センター（IAJapan）が事務局を担当
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JACの存在意義
• 「認証」「試験」「検査」など、適合性評価及びその結果の活用は、
一定以上の品質のデータの確保、製品やサービスなどの信頼性の確保、
国内外の流通において、その役割は、日々高まりつつある。

• 一方で、世界には法規制から任意のものまで、多種多様な様々な適合
性評価制度がある。

• 適合性評価を行う機関及び制度の信頼性の確認、確保のために、「認
定」制度があり、さらに、国際的に、適合性評価結果の相互受入れの
ための、相互承認制度がある。

• 国内の認定機関のうち、国際相互承認制度に加盟する機関が、情報交
換、国際規格制定・改正対応、日本としての「適合性評価」に関する
課題検討の場となるべく、JACを設立し、現在、活動している。
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目的

認定機関同士の経験の共有

認定機関の信頼性と技術レベルの向上

市場に対する適合性評価スキームの普及・啓発に向けた協力

以下を通じて、日本の適合性評価制度の信頼性向上に貢献する。
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活動紹介

共通課題の共有、対応

• 例）メンバー会議、各ワーキンググループでの活動

普及啓発活動

• 例）世界認定推進の日(World Accreditation Day :WAD)イベント、セミナー

国内外の適合性評価・認定に関する情報の収集や交換

認定を含む適合性評価に資する、以下の活動を行う。
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構成機関
メンバー:
国内認定機関

独立行政法人製品評価技術基盤機構
 認定センター(IAJapan)

一般社団法人情報マネジメントシステム
 認定センター(ISMS-AC)

 公益財団法人日本適合性認定協会 (JAB)

独立行政法人農林水産消費安全技術
 センター 認定センター（JASaff）

株式会社電磁環境試験所認定センター

(VLAC)

オブザーバ:
関係省庁及び協力機関
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経済産業省 イノベーション・環境局 基準認証政策課

経済産業省 大臣官房 産業保安・安全グループ 製品安全課

厚生労働省 医薬・生活衛生局 医療機器・再生医療等製品担当参事官室

独立行政法人医薬品医療機器総合機構 (PMDA) 品質管理部 認証機関監督課

国土交通省 海事局 船舶産業課

国土交通省 水管理・国土保全局 下水道部 下水道企画課

総務省 総合通信基盤局 電波部 電波環境課

農林水産省 大臣官房新事業・食品産業部食品製造課基準認証室



組織の構成
＜運営委員会＞
• 全体方針、活動内容、ワーキンググループ（WG）の設置等全
体事項の検討、承認を行う

• メンバー機関及びオブザーバーで構成
• 年2回程度開催

＜メンバー会議＞
• 運営委員会の決定や付託を受け、実務的な活動やWGの進捗管
理等を行う

• メンバー機関で構成
• 年4回程度開催

＜事務局＞
• NITE認定センター（IAJapan）が担当

• 2024年4月から、この新しい組織体制で活動を活発化
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運営委員会

TC1 WG

事務局

関係者

オブザーバ

TC2 WG
メンバー
会議

必要に応じ適宜
参加

＜日本認定機関協議会＞

戦略WG



組織構造
＜ワーキンググループ（WG）＞
• 以下WGにおいてメンバー会議指示のもと、課題の検討に取り組む

• 2024年6月に３つの課題を設定、検討に着手。
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WGの名称 概要 参加機関
TC1 WG 試験所、校正機関、標準物質生産者、臨床検査室、検査機

関、技能試験提供者の認定に関連した基盤的な課題の検討
を行う

IAJapan、JAB、JASaff、
VLAC

TC2 WG 日本におけるマネジメントシステム認証機関、製品認証機
関、要員認証機関、妥当性確認・検証機関の認定に関連し
た基盤的な課題の検討を行う

IAJapan、JAB、JASaff、
ISMS-AC

戦略WG 日本における、適合性評価及び標準化活動の活用機会拡大
のための共通課題や戦略的課題の検討を行う

IAJapan、JAB、JASaff、
ISMS-AC、VLAC



メンバー機関の
APAC MRA/ILAC MRA/ IAF MLA（国際相互承認）への署名地位確保状況
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独立行政法人製品評価技術基盤機構
認定センター(IAJapan)

一般社団法人情報マネジメントシステム
認定センター(ISMS-AC)

公益財団法人日本適合性認定協会 (JAB)

独立行政法人農林水産消費安全技術センター 
認定センター（JASaff）

株式会社電磁環境試験所認定センター
(VLAC)

APAC 
MRA

ILAC 
MRA

IAF
MLA

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○
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JACの戦略的取り組みについて
１．国際的な課題
・適合性評価活動、認定活動のDX化

→ 遠隔審査、AIの審査プロセスへの導入、活動に関する情報の電子化、クラウド化など）
・適合性評価結果の国際的な受入れの促進

→ 適合性評価制度自体の評価、標準（共通）化（グリーンウォッシュ問題等）
・越境活動に係る検討、対峙
・新しい分野、技術への対応
・国際相互承認に係る機関（IAF、ILAC）の統合

２．国内の課題
・ニーズオリエンティッドな制度開発
・適合性評価機関によるコンサルタント活動の整理とサービス能力強化
・適合性評価結果（報告書、証明書等）のデジタル化
・制改定が進む国際規格に関するタイムリーな情報発信、知見の提供

JACでは、
１）これらを認定機関として優先的に取り組む課題とし、順次WGを設立、検討を進めていく
２）情報収集及び発信能力を強化、また、規格制定、改正に係る説明機会を設ける
３）関係者へのコンサルタント的役割、機能の創設を目指す



「適合性評価」の政策的動向

• 2023年5月、経済産業省の日本産業標準調査会（JISC）基本政策
部会は、日本における標準化活動とその手法や取組の在るべき
姿として「日本型標準加速化モデル」を提示
日本産業標準調査会基本政策部会「取りまとめ」（日本型標準加
速化モデル）を公表しました。 （METI/経済産業省） 
※「標準化とアカデミアの連携に関する検討会」「認証産業活用
の在り方検討会」を設置。適合性評価には後者が関連。
認証産業活用の在り方検討会 （METI/経済産業省）

https://www.meti.go.jp/policy/economy/hyojun-kijun/jisho/seisaku.html
https://www.meti.go.jp/policy/economy/hyojun-kijun/jisho/seisaku.html
https://www.meti.go.jp/policy/economy/hyojun-kijun/std_w_ninsho/index.html


日本型標準加速化モデル

→「認証産業活用の在り方検討会」の設置へ











JACの具体的取り組み

WG名 担当WG 課題内容 参加機関

WG（課題1） 戦略WG 認定活動におけるコンサルタント業務又
は公平性に対するリスクとはみなされな
い業務の検討

IAJapan, ISMS-AC, JAB, 
JASaff, VLAC 

WG（課題2） 戦略WG ILACとIAFの統合に向けた準備・対応 IAJapan, ISMS-AC, JAB, 
JASaff, VLAC 

WG（課題3） TC1 WG CABのデジタル校正・試験証明書の利用に
向けた課題共有、相談

IAJapan, JAB, JASaff, 
VLAC 

• 2024年度は以下のWGを立ち上げ、各WGにて検討に着手



適合性評価関連国際規格の開発状況
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マネジメントシステム監査における遠隔審査手法の使用
のための指針

妥当性確認及び検証プログラム（スキーム）のための指針 ISO/IEC 17067（改正中）の分野別指針の位置付け

ISO適合性評価関連（CASCO関連）国際規格として2024年に発行されたもの
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改正

検査機関に対する一般要求事項

適合性評価への使用に適した規準文書作成のためのガイダンス

製品認証の基礎及び製品認証スキームのための指針
１）「適合性評価スキーム」のための指針に対象を拡大、網羅
２）10月29日～31日に第5回WG会合開催（オンライン）CDの合意を目指す

ISO適合性評価関連（CASCO関連）国際規格として現在開発中のもの

要員認証機関に対する一般要求事項 改正

改正

改正



30

ISO 19011  マネジメントシステム監査のための指針（ガイドライン）

ISO 14019-1 妥当性確認及び検証のための一般原則と要求事項（仮称）
ISO 14019-2 検証プロセスのための一般原則と要求事項（仮称）
ISO 14019-4 サステナビリティ情報の妥当性確認及び検証を行う機関への原則と要求事項（仮称）

新規制定

改正
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NITE認定センター（IAJapan）から
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計測器：計測、計量

試験、検査

性能評価：（ニーズ・期待への）適合性評価

供給

ラボラトリ（試験機関） 計測器の信頼性の確認

ラボラトリ（校正機関）

①

②

③

④
試験報告書

基準：ニーズ、
期待（要求要件）⑤

適合性の判断
⑥

自己宣言、認証
（製品）認証機関

認定機関
NITE認定ｾﾝﾀｰ

信頼性の確認

信頼性の確認

信頼性の確認

信頼性の鎖（Chain of Trust)

信頼： 能力があり、公平で、事業継続性が確保されている



• 「これからの日本の適合性評価制度
のあり方を考える調査･検討報告書
（適合性評価ガイドブック2023）」
を公開しました | 適合性認定 | 製品
評価技術基盤機構 (nite.go.jp)

• 30年の歴史と「適合性評価」につい
て関心を持たれた方、製品やサービ
スの社会実装を今後進めていく方に
向けて発行

• 今後、さらに充実させていく予定

34

https://www.nite.go.jp/iajapan/aboutus/pr/guidebook2023.html
https://www.nite.go.jp/iajapan/aboutus/pr/guidebook2023.html
https://www.nite.go.jp/iajapan/aboutus/pr/guidebook2023.html
https://www.nite.go.jp/iajapan/aboutus/pr/guidebook2023.html
https://www.nite.go.jp/iajapan/aboutus/pr/guidebook2023.html


ＮＩＴＥの組織図
製品安全センター（大阪市）

（大阪・東京）

（大阪・東京）

理事長 監事

理事

監査室

デジタル監

北海道支所

東北支所

中部支所

北陸支所

中国支所

四国支所

九州支所

企画管理部

（東京）

（群馬県桐生）燃焼技術センター

本所（東京都渋谷区）

（平成28年3月から業務開始）

国際評価技術本部

化学物質管理センター

認定センター

製品安全センター

バイオテクノロジーセンター
（千葉県木更津市）

（かずさアカデミアパーク内）

（東京）

(大阪・東京)

（札幌）

（仙台）

（名古屋）

（金沢）

（広島）

（高松）

（福岡）

（木更津・東京）バイオテクノロジーセンター

リスクマネジメント推進統括官
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大型蓄電池試験施設（大阪市）

（平成28年7月から本格稼働）



ＮＩＴＥの業務分野の全体像
１．製品安全分野

製品事故に関する情報を調査、 分析し、 再
発・未然防止やリスクの低い製品開発に向けて
必要な情報を発信します。

２．化学物質管理分野

３．バイオテクノロジー分野

化学物質の人の健康や環境に影響するリスクの
低減に貢献するとともに、 国際社会の変化に柔
軟に対応 した化学物質管理制度の構築に向けた
支援を行います。

生物資源や遺伝子組換え技術の産業利用にお
ける安全確保と、生物資源及び関連情報の利
活用によるイノベーション促進により、バイ
オ産業の持続的な発展を支援しています。

４．適合性認定分野
公的認定機関として、 試験所・校正機関・製品
認証機関・標準物質生産者を国際規格に基づい
て認定し、 試験 ・ 校正データの信頼性や製品
の品質を支えています。
５．国際評価技術分野

６．マネジメント分野

大型蓄電池システムなど戦略的技術分野におけ
る、先進的な技術・知見等を活用 した評価技術
の開発、 国際標準の提案、認証基盤の整備等や
電気保安行政支援を行います。

トップマネジメントによるNITE全体の戦略立
案をするとともに、職員が働きやすい場とな
るよう人事・会計・情報システム等の観点か
ら支援しています。 36



「チームNITE」～イノベーション支援活動～
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 多様化する社会のニーズに応えるべく、企業・産業のイノベーション創出を支援する取組を
「チームNITE」と名付け推進。

 具体的には、以下の2つの支援を実施。
① 標準化・適合性評価制度構築支援：標準化や認証・認定などの適合性評価制度の構築により、
有望な技術や製品の実用化を支援する取組。

② 研究開発・新技術社会実装支援：NITEが有するスキルやノウハウを活かし、個社が抱える、自
社製品の安全性などに関する問題の解決を図る取組。

 NITEの各分野（製品安全、化学物質管理、バイオテクノロジー、適合性認定、国際評価技術）
横断で対応。事業者のニーズを踏まえ、各地域の支所も含めNITEの総合力を発揮することで事
業者のイノベーションに貢献。

（チームNITEの取り組みイメージ）（チームNITEの体制）
各支所含めオールNITEで対応



① 標準化・適合性評価制度構築支援
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 関係事業者が、標準化や認証・認定などの適合性評価制度の構築により、有望な技術や製品の実用化を
支援する取組。

 地方支所も含めたNITEのネットワークを活用し、適合性評価制度の活用が有望な案件を発掘し、企画管
理部、国際評価技術本部、認定センターが連携して支援を実施。



② 研究開発・新技術社会実装支援
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 NITEが有するデータ（情報、データベース）、モノ（試験設備、生物資源）、スキル（技術、特許）、ヒト
（専門家等の人材）と、豊富な経験で培ったノウハウを組み合わせ、技術相談や共同研究等を通じソリューショ
ンを提供。

スキル
保有する特許をリスト化しオープンに

例)ファインバブル測定法
業界団体と提携し、指定試験
機関に対し、試験技術を移転

モノ
試験設備等の外部利用、微生物の提供

例）試験設備の外部利用
製品事故の原因究明等に用いる
機器を製品開発で利用可能に

ヒト（人材）
NITEから各分野の専門家を派遣

例）講師、委員等の派遣
NITE各分野で受諾可能な内容、
謝金・旅費を明示

データ
保有情報を「法規制、研究開発支援、画
像・動画」に分け提示

VOC等放散測定大形
チャンバーシステム製品事故の解析

測定の様子 委員会の様子

例）プラットフォームの整備
製品事故情報、微生物資源情報等
NITEにしかない“宝の山”

ソリューションの種別：設備利用、講師派遣、共同事業／研究、技術相談
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NITE講座（2024年度） | ナイトについて | 製品評価技術基盤機構

https://www.nite.go.jp/nite/koho/event/kouza/2024fy.html
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今年度も、やります



目次
1. 日本認定機関協議会（JAC）について
2. 適合性評価の課題に対するJACの戦略的取り組み
3. JACメンバー機関のトピック
4. まとめ、このあとの講演のご紹介



WAD2025テーマ案

45

※資料3-2参照

以下の3テーマ案が提示された。

• Accreditation: Empowering Small and Medium Enterprises (SMEs) ← 最有力候補
• Accreditation: Delivering Confidence in Digital Technologies
• Accreditation: Promoting Circular Economies



JACセミナーと世界認定推進の日(WAD)

• 国際認定フォーラム(IAF)と国際試験所認定協力機構
(ILAC)は、6月9日を、
「世界認定推進の日」(World Accreditation Day: WAD)として

いる

• 両機関は、各年毎にテーマを設定し、同テーマにちなんだ
広報活動を推進

• 2024年のテーマ
“認定：明日を導き、未来を形づくる”（Accreditation:

Empowering Tomorrow and Shaping the Future）

・参考情報 JACの活動 | 適合性認定 | 製品評価技術基盤機構 (nite.go.jp)

https://www.nite.go.jp/iajapan/jac/pr/index.html#pr2


このあとの講演
講演者 演題 概要

講
演
2

一般社団法人セルフケアフー
ド協議会 代表理事
山本 万里 様

食による健康長
寿社会の実現を
目指す～G-Plus
食品の認証～

農林水産省関連の民間認証制度を活用した、
健康維持増進のためのG-Plus食品の認証の仕
組みを紹介

講
演
3

一般財団法人日本品質保証機
構（JQA）安全電磁センター試
験部サイバーセキュリティ課
藤田 悠平 様

演 題：サイ
バーセキュリ
ティの概要と適
合性評価標準

サイバーセキュリティ規制の導入を進めてい
るEUの話題を中心に、最新の規制動向と規格
の概要について紹介

講
演
4

国立研究開発法人産業技術総
合研究所(AIST) 情報・人間工
学領域 連携推進室 チー
フ連携オフィサー
杉村 領一 様

ISO/IEC 42001に
基づく新たな適
合性評価への期
待

2023年12月に、責任あるAIシステムの開発や
提供、利用をするために組織が順守すべき要
求事項を定めた「ISO/IEC 42001（AIマネジメ
ントシステム、AIMS）に基づく新たな適合性
評価への期待について、国際標準化の動向等
を交えて紹介



ご清聴
ありがとうございました
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